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１ 本授業における提案 

  

 

 

 

 

 

 

〔提案の理由〕 

今年度の標準学力検査では，1 学年「大地の成り立ちと変化」が，最も正答率が低くなっている。あ

わせて，小学校 6 年生の内容である「地層のでき方」については，砂よりも泥が先に沈むと考える生徒

が多かった。粒子の大きさや重さの違いが，堆積にどのように関係しているかということを正しく理解

させる必要がある。この課題を解決するために次の二つの手立てが必要であると考えた。 

【提案１】は，生徒が事前に持っている誤った泥に対する捉え方を修正するためのアプローチである。

泥とはどういうものなのかを知るために，実際に「触るという体験」を通して，泥の正しい認識に至る

ための学びを提供するものである。それによって，泥が水の中でどのような動きをするのかを推測する

ことができるようになると考えている。 

【提案２】は，粒子の大きさの違いが地層の形成に大きな影響を及ぼしていることを理解させるため

のアプローチである。「垂直方向へ沈む堆積」と「水流により生じる水平方向へ流れ込む堆積」とが，

どのように影響するのかについて実験的に考えさせるための学びを提供するものである。そのために，

ホースやペットボトルなどの手に入りやすい材料で，生徒が視覚的に理解できる実験装置を考案した。

手軽に繰り返し実験を行うことができるため，生徒は自らの実験から規則性を導くことができる。 

この二つの提案を取り入れた授業実践によって，粒子の大きさと水の中での動きの関係を気付かせる

ことができると考えている。さらには装置が大掛かりで敬遠されがちなこの単元においても，実験の有

用性を示すことができると期待される。 

 

２ 単元名   

「大地の変化」 

 

３ 単元について 

（１）単元の目標 

    大地の活動の様子や身近な岩石，地層，地形などの観察を通して，地表に見られる様々な事

物・現象を大地の変化と関連付けて理解できるようにする。 

 

 

 

本授業における提案：地層を形成する大小の粒子「礫・砂・泥」についての認識を深めさせ，モデル

実験を通して，粒子の大きさと水の中での動きの関係を気付かせる指導 

【提案１】 日常生活で認識している「泥」と科学で定義する「泥」の違いについて，「触るという

体験」を通して理解させる。 

【提案２】 再現性のある簡易な自作地層堆積モデル実験器具を用いて，地層のでき方についての規

則性を見いださせる。 



 （２）指導計画（１７時間） 

  

  第１章 火をふく大地    （６時間） 

  第２章 動き続ける大地   （４時間） 

  第３章 大地の変化を読みとる（７時間） （本時 ２／７） 

  

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準 

１ 

・地層の写真を見て興味

を高める。 

・自然の働きによる「風

化，侵食，運搬，堆積」

によって地層がつくら

れることを確認する。 

・地層は「礫・砂・泥」など

からできており，層をつく

って広がっていることを

確認させる。 

 

・地層について生活経験や既習事

項などを基に考えようとする。 

【関心・意欲・態度】 

２ 

 

本

時 

・「礫・砂・泥」の違いを

体感する。 

・粒の大きさの違いによ

って「沈む速さ」や「横

向きに流される様子」

について実験結果をま

とめる。 

・礫・砂・泥を触らせて，泥

の定義を理解させる。 

・ホースやペットボトルを使

ったモデル実験を通して，

粒の動きをまとめさせる。 

 

 

・粒の大きさに着目しながら地層

の堆積実験を行い，地層のでき

方の規則性を見いだすことがで

きる。 

【 思考・表現 】 

 

３ 

・地層はどのようにでき

るのかを考える。 

・化石や地層からどのよ

うなことを読み取るこ

とができるのかを理解

する。 

・前時の結果を基に，実際の

海では，どのように粒が移

動するのかを考えさせる。 

・化石でき方や化石の特徴を

まとめさせる。 

・実験結果から，海でどのように

堆積するのかを説明できる。 

【思考・表現】 

４ 

・堆積岩を観察し，その

特徴を火成岩と比較し

て調べる。 

・堆積岩のでき方や種類につ

いて説明させる。 

・堆積岩のつくりについて，

粒の大きさや形を観察さ

せ，塩酸との反応を観察さ

せる。 

・実験結果より，堆積岩を分

類させる。 

・粒の大きさや形，薬品に対する

反応などを調べて正確に記録で

きる。【観察・技能】 

・様々な堆積岩の観察を通して，

堆積岩の分類の基準を見いだす

ことができる。【思考・表現】 

５ 

・大地の変動の様子と，

その原因について調べ

る。 

・褶
しゅう

曲の実験を行い，イメ

ージを持たせる。 

・大地の変動の記録を推察し，ど

のようなことが起こったのかを

説明することができる。 

【思考・表現】 

６ 

・地層の広がりを調べ，

台地の歴史を知る。 

・地層は広範囲に広がってい

る様子を柱状図から読み

取らせる。 

・周辺地域の大地の歴史について，

進んで調査を行い，解明してい

る。【関心・意欲・態度】 

７ 

・地層の観察を行う。 ・地層の様子から過去の様子

を考えさせる。 

・地層に記録されていることを読

み取り，大地の変動を推察し，

図示して説明できる。 

【思考・表現】 

 

 

 

 

 



４ 指導に当たって 

 

（１）単元について 

      小学校では，第 5 学年で流れる水の働きから侵食・運搬・堆積が起こること，第 6 学年で

は，土地は礫，砂，泥，火山灰及び岩石などからできており，層をつくって広がっているこ

となどが扱われている。 

中学校の「大地の変化」では，小学校で学習した内容を再構築しながら，観察を通して，

地層の構成物及び地層の重なり方，広がり方の規則性を見いださせたり，地層の構成物や化

石から過去の環境や生成年代を推定させたりことが求められる。特に，科学的な理由で地層

類従が起こることを意識付け，そして，地層からは様々な情報を読み取ることができること

を学ばせる単元である。 

中学生の生活の中で地層を目にする機会は少ないが，地域の露頭を紹介するなどして，地

層は長い時間をかけてつくられ，足下に広がっていること，また，地層には地球上の過去の

様子を知る手掛かりが含まれており，過去の火山噴火や津波の様子を知ることができ，防災

にも関連していることに気付かせるといった点でも，重要な単元と位置付けることができる。 

 

（２）生徒について 

      地震や大雨によって地形が変化することなどを，最近の自然現象から，身をもって体験し

たり，ニュースで見聞きしたりする機会も多く，大地の変化についての興味関心は高いと思

われる。しかし，地層のでき方の部分では基礎となる礫，砂，泥の粒子としての捉え方や沈

降速度などについての理解が不十分であることは標準学力検査の結果が示すとおりで，砂と

泥では，泥が先に沈むと考える解答が５０％を超えていた。 

生徒は，泥を小さな粒子と捉えず，粘土のような塊として捉えていると思われる。これが

原因となって，砂より先に沈むという勘違いにつながっている。そのためにも生徒の不足し

がちな直接体験を補うための，礫，砂，泥に触れるという体験は生徒にとって必要な学習活

動である。 

 

（３）指導について 

      普段私たちの生活で認識されている土は粒の大きさを基準にして，礫・砂・泥の三つに区

分される。その土の中から取り出された「泥」の本当の姿，特に乾燥させた「泥」を見る機

会はほとんどない。土から取り出された「泥」は，科学で定義された「泥」であり，実際に

触ってみると，生徒の予想を超えた微小さへの驚きがある。そのような驚きは，生徒たちの

科学に対する意欲を高めることができる。また，驚きが「泥」の認識を変えることにつなが

り，さらには泥が水の中ではどのようにふるまうのかを知るときの手掛かりにもなる。「泥」

を触れる経験から，多くのことを知るきっかけを与えたい。 

      また川の中では，大小の粒が運搬されてきて河口付近で堆積している。その粒の動きを理

解させるために，ホースやペットボトルを用いた実験器具を製作した。本実験装置は容易な

操作で再現性があって，何度でも繰り返し観察できる利点がある。それを活かして，生徒に

大小の粒が水の中でどのように動くのかを気付かせたい。 

 

 



５ 本時の指導（２／７） 

（１）本時のねらい 

   ・粒の大きさに着目しながら地層の堆積実験を行い，地層のでき方の規則性を見いだすことがで

きる。 【 科学的な思考・表現 】 

 

（２）本時の指導過程 

 
学習内容 

指導上の工夫・留意点 

※予想される生徒の反応 
評価 

導

入 

 

１

０

分 

１【前時の振り返り】 

地層は大小の粒からできていることを 

確認する。 

 

２【発問】「泥」とはどのようなものか？ 

→ 考えを発表する。 

 

 

 

 

 

３【観察】「礫・砂・泥」を触ることにより，

その違いを体感する。 → 発表する。 

 

４【発問】粒の大きさの違いで層になるのは

なぜか？ → 理由を考えて発表する。 

 

 

・パソコン・テレビで地層の写真を提

示する。 

 

 

※田んぼ，ベタベタ，重い，水分を含んで

いる，湿っている 

 

 

 

 

・「礫・砂・泥」を配布する。（シャーレ） 

※泥はとても細かい，さらさら，デンプン

みたい，粒じゃないみたい，かたい 

 

※沈む速さが違うから，礫は速く沈むから，

泥は重い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

３

５

分 

 

 

 

 

 

５【実験①】 

  大小の粒（礫・砂）の混ざったものが沈

む様子を観察する。 

実験 → 結果記入 → まとめ 

 

６【発問】 

  実験①のホースには「礫・砂」だけが入

っていたが，「泥」も混ざっている場合は

どのようになる？ → 考えを発表する。 

 

 

７【観察】 

 ・「礫・砂・泥」の入ったホースを見る。             

（演示） 

 ・動画を見る。→気付いたことを発表する。 

 

 

 

 

 

 

〔縦方向での粒の動きを考える。〕 

・教材「透明ホースとゴム栓」 

・実験器具配布 

 

 

 

 

 

※茶色に濁る，しばらくすると濁りは消え

る，ずっと濁ったまま 

 

・教材「演示用…透明ホースとゴム栓

（泥入り）」 

・パソコン・テレビで動画を見せる 

※泥は細かいので沈むのに時間がかかる，

沈まない，やっぱり粒なんだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【提案１】 日常生活で認識している「泥」と科学で定義する「泥」の違いについて，

「触る」という体験を通して理解させる。 

 

【提案２】 容易な操作で再現性があって，簡易な自作地層堆積モデル実験器具を 

用いて，地層のでき方についての規則性を見いだす。 

 

学習課題 ： 堆積の仕方は粒の大きさとどのような関係があるのか？ 



  

８【発問】 

実験①から，粒の大きさによる沈む速

さが分かったが，実際に地層ができる場

所はどこか？  →考えを発表する。 

   そのとき、土砂はどのような動きをし

ているか？   →考えを発表する。 

 

 

 

 

 

 

９【実験②】 

大小の粒（礫・砂）の混ざったものが 

横向きに流されていく様子を観察する。 

  ・予想→理由を班内で発表する。 

・実験方法の説明をする。 

・実験 → 結果記入 → まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10【まとめ】 

   実験①，②を踏まえて，ワークシート

「まとめ：大小の粒が堆積するしくみ」

を記入し，発表する。 

 

 

11【発問】 

   実際に地層ができるときは，実験①と

実験②の両方の性質が関係してくる。河

口付近で，どのように大小の粒が堆積す

るのだろうか？ 

→考えをワークシートに書き発表する。 

 

 

・横方向の実験が必要であることを確認す

る。 

 

※河口，海の中，川のあたり 

 

※川に流されて来る，横に転がってくる 

 

 

 

 

 

 

〔横方向での粒の動きを考える。〕 

・教材「ペットボトルを連結したもの」 

・実験器具配布 

・はじめに，模範を見せながら，装置

を操作させて，扱い方を指導する。 

・自分たちの仮説を検証させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・モデル実験①，②で起こったことを

整理させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実物投影機を使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考・

表現 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

思考・

表現 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

終

結 

５

分 

12【本時の振り返り】 

 ・教師の話を聞く 

    

 

 

 

 

  

 

① 左右のペットボトルの水を同じ量にする 

② 左右のペットボトルを上に向け，ホース内に礫・砂を集める（ペットボトルを振る） 

③ 机の上に２個のペットボトルを横におく 

④ 一方のペットボトルを固定し，もう片方のペットボトルをゆっくり上げながら静
かに水を流す 

 ※ホースが曲がらないように定規をあてる 

 ※ホース内が川のイメージ 『～川を作ろう！～』 

 ※礫・砂がすべて流れたら、水を流すのを止めて、粒の様子を観察する 

 ※何回か実験を行い、規則性を発見する 

実際に海で粒が分かれるときは、数 km に及ぶ（実験①，②では泥が入っていなか

った）。実際の海のようにこれら二つの要素が混ざるとどのようになるのだろうか？  

→次時の予告 

【提案２】 容易な操作で再現性があって，簡易な自作地層堆積モデル実験器具を 

用いて，地層のでき方についての規則性を見いだす。 

 



（３）評価の観点 

粒の大きさに着目しながら地層の堆積実験を行い，地層のでき方について見いだした規則性を

表現している。 【 科学的な思考・表現 】 

             

判定基準 十分に満足できる(A) おおむね満足できる(B) 支援を要する(C) 

【 科学的な

思考・表現 】 

粒の大きさに着目しな

がら地層の堆積実験を行

い，地層のでき方につい

て，「垂直方向へ沈む堆

積」と「水流により生じ

る水平方向へ流れ込む堆

積」の両方の粒の動きを

関連させて考え，その堆

積する規則性を表現して

いる。 

粒の大きさに着目しな

がら地層の堆積実験を行

い，地層のでき方につい

て見いだした規則性を表

現している。 

・グループ内の話し合い

や全体発表を見せて，

粒の動きをイメージさ

せる。 

・大きい粒と小さい粒の

集まる場所を正確に捉

えさせ，それを言葉で

表現できるように指導

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料１ 

簡易自作地層堆積モデル実験器具について 

 

実験１ 

 必要数 備考 

透明ホース 
１ｍ 

三洋 透明ホース 内径 25mmのもの（外形 30mm) 

ダイシンで 500円 / ｍ 

ゴム栓 ８号 
２個 

 

ホースの中に

入れるもの 
礫（大） 

5～10mm 
２０ｇ 

購入例 ウチダス 砂利 大磯 粗目 8mm 8-637-9102 

・あまり大きいとホースにつまってしまう。 

・たくさん入れすぎてもホースにつまってしまう。 

礫（小） 

2～4mm 
３０ｇ 

購入例 ウチダス 砂利 大磯 細目 4mm 8-637-9101 

砂 ３０ｇ 
提案授業では川砂を使用した。 

校庭の砂で可。ただし，よく洗って泥をなくすこと。 

水 適量 
ホースに空気を入れないように満タンにする。 

 

実験２ 

 必要数 備考 

ペットボトル 
２個 

かたいものがよい（２ℓお茶など） 

キャップのフタについている輪の部分をとる 

透明ホース 
４５ｃｍ 

三洋 透明ホース 内径 25mmのもの（外形 30mm) 

ダイシンで 500円 / ｍ 

ホース留め具 

２個 

アイリスオーヤマ ワイヤホースバンドドライバ締め

適応サイズ 25～32mm 

ダイシンで 178円 / 個 

ペットボトル

の中に入れる

もの 

礫（小） 

2～4mm 
１０ｇ 

購入例 ウチダス 砂利 大磯 細目 4mm 8-637-9101 

砂 ３０ｇ 
提案授業では川砂を使用した。 

校庭の砂で可。ただし，よく洗って泥をなくすこと。 

水 １ℓ 

調整が必要。 

 

 

 


